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長
寿
を
祝
う
 

金

田

町

敬

老

会

 

九
月
十
五
日
、
敬
老
の
よ
き
 

日
、
永
年
社
会
の
た
め
、
家
庭
 

の
た
め
に
尽
し
て
こ
ら
れ
た
金
 

田
町
在
住
の
、
お
年
寄
り
の
長
 

寿
を
お
祝
い
す
る
、
昭
和
五
十
 

二
年
度
金
田
町
敬
老
会
が
金
田
 

小
学
校
体
育
館
で
、
多
数
の
来
 

賓
の
出
席
の
も
と
に
盛
大
に
開
 

催
さ
れ
ま
し
た
。
 

今
年
は
明
治
四
十
年
九
月
十
 

五
日
以
前
に
生
れ
た
、
満
七
＋
 

才
以
上
の
方
五
二
三
名
を
、
お
 

招
き
し
ま
し
た
が
、
三
七
九
名
 

の
い
づ
れ
も
壮
者
を
し
の
ぐ
、
 

元
気
な
お
姿
を
お
迎
え
す
る
こ
 

と
が
で
き
ま
し
た
。
 

式
典
に
さ
き
だ
ち
、
会
場
受
 

付
に
お
い
て
、
満
七
十
才
以
上
 

の
方
々
に
、
本
町
よ
り
支
給
さ
 

れ
る
敬
老
年
金
と
記
念
品
が
贈
 

ら
れ
ま
し
た
。
 

式
典
は
午
前
十
時
、
国
歌
斉
 

唱
に
は
じ
ま
り
、
亡
く
な
っ
た
 

方
々
の
ご
冥
福
を
祈
っ
て
黙
構
 

を
さ
さ
げ
、
八
十
才
以
上
の
方
 

に
県
知
事
及
び
町
長
よ
り
記
念
 

品
、
ま
た
金
婚
式
該
当
者
に
は
 

本
町
よ
り
記
念
品
を
贈
り
ま
し
 

た。 引
き
つ
づ
き
、
町
議
会
議
長
 

藤
元
俊
治
氏
の
祝
辞
を
頂
き
、
 

老
人
の
謝
辞
を
以
っ
て
一
応
式
 

典
を
終
り
、
祝
宴
に
う
つ
り
ま
 

し
た
。
 

お
弁
当
、
お
酒
、
ジ
ユ
ー
ス
 

な
ど
で
和
や
か
に
会
食
し
な
が
 

ら
昔
話
し
に
花
を
さ
か
せ
、
婦
 

人
会
支
部
よ
り
、
見
事
な
演
芸
 

の
披
露
が
あ
り
、
来
賓
、
老
人
 

の
飛
ぴ
入
り
な
ど
、
た
の
し
い
 

ひ
と
と
き
を
過
し
て
い
た
だ
き
 

十
二
時
三
十
分
に
、
万
才
三
唱
 

で
祝
宴
の
幕
を
と
じ
ま
し
た
。
 

お
年
寄
り
の
皆
様
、
来
年
の
敬
 

老
会
に
も
ど
う
ぞ
、
お
元
気
な
 

お
姿
を
会
場
に
お
見
せ
下
き
い
 

ま
す
よ
う
、
お
祈
り
致
し
て
お
 

り
ま
す
。
 

◇
今
年
の
米
寿
の
方
々
 

阿
部
サ
カ
ェ
（
東
金
田
）
 

八
代
キ
リ
ノ
（
上
金
田
）
 

鈴
木
 

ッ
ャ
（
本
 
町） 

寺
沢
ハ
ッ
ノ
（
神
 
崎） 

安
方
 

カ
ッ
（
垣
 
田） 

香
月
 
直
義
（
飯
土
井
）
 

◇
金
婚
式
該
当
者
御
夫
婦
 

吉
田
鹿
之
助
（
宝
 
見） 

キ
ョ
子
 

久
保
 

貢
（
本
 
町） 

千
 
鳥
 

吉
田
小
次
郎
（
宝
 
見） 

リ
 
キ
 

高
尾
与
十
郎
（
本
 
町） 

ハ
ル
ノ
 

日
比
生
 
浩
（
新
 
町） 

藤
 
枝
 

三
輪
 
荒
次
」
局
見
町
）
 

オ
サ
ワ
 

藤
村
 

金
三
（
敷
 
島〕 

ハ 

ル
 

大
堀
 
英
明
（
東
金
田
）
 

サ
ワ
ェ
 

ノ
ー
 

ノ
ノ
ー
 
‘
ー
J
‘

、

」

 
ノI
ー

ノ

、

 

ノI
ー
 

10 

月
の
こ
よ
み
と
行
事
 

和
 
名
 

神
無
月
（
か
ん
な
月
）
 

八
百
万
（
や
お
よ
ろ
ず
）
の
神
々
が
出
雲
の
国
に
集
ま
り
た
 

ま
う
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ま
た
雷
が
な
く
な
る
月
と
も
い
う
 

1
 

日
 
赤
い
羽
根
募
金
運
動
 

10 

日
 
体
育
の
日
、
目
の
愛
護
デ
ー
 

14 

日
 
鉄
道
記
念
日
 

17 

・ 19 

・ 21 

日
 
行
政
相
談
日
 

17 

日
 
貯
 
蓄
 
の
 

日
 

18 

日
 
統
計
の
日
 

20 

・ 21 
日
 
秋
祭
り
（
稲
荷
神
社
神
幸
祭
）
 

26 

日
 
心
配
ご
と
相
談
日
 

I 
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町
 

田
 

金
 

第
六
回
 
田
 

川
 
郡
 

子
 
供
 
会
 

親
善
ス
ポ
ー
ツ
大
会
開
催
さ
る
汐
・
 

中
 

央
 

公
 

民
 

館
 

去
る
八
月
二
十
八
日
、
田
川
 
体
育
館
に
お
い
て
盛
大
に
開
催
 

郡
子
供
会
親
善
ス
ポ
ー
ッ
大
会
 
さ
れ
ま
し
た
。
 

が
炎
暑
を
吹
き
飛
は
し
、
赤
池
 

当
町
よ
り
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
 

町
町
民
グ
ラ
ン
ド
お
よ
び
町
民
 
部
宝
見
子
供
会
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
 

『

警

察

官

人

形

 

設

置

さ

 れ
 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
運
転
と
 

事
故
絶
め
つ
を
祈
願
し
、
警
察
 

官
人
形
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
金
田
町
婦
人
会
交
通
安
 

全
婦
人
部
会
の
皆
さ
ん
方
が
、
 

る
 
』 

苦
労
し
て
集
め
た
資
金
の
な
か
 

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

設
置
個
所
は
天
神
町
菅
原
神
社
 

前
で
す
、
 

す
で
に
昨
年
十
月
に
、
ニ
ケ
 

の
部
垣
田
子
供
会
、
上
金
田
子
 

供
会
、
東
金
田
子
供
会
が
参
加
 

し
郡
優
勝
を
目
標
に
子
供
同
志
 

が
話
し
合
い
練
習
を
積
み
か
さ
 

所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
 

合
計
三
ケ
所
に
な
り
ま
し
た
。
 

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
交
通
 

婦
人
部
会
の
方
々
の
善
意
を
無
 

に
し
な
い
よ
う
無
事
故
無
違
反
 

に
ご
協
力
下
さ
い
。
 

紙
面
を
お
借
り
し
、
交
通
安
 

全
婦
人
部
会
の
皆
さ
ん
方
へ
、
 

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
 

そ
 
の

一

杯

 

第
一
回
金
田
町
子
供
祭
開
催
さ
 

去
る
八
月
二
十
日
、
金
田
町
 

子
供
祭
が
金
田
小
学
校
グ
ラ
ン
 

ド
に
お
い
て
華
々
し
く
か
つ
も
 

盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
 

区
子
供
会
及
び
老
人
、
婦
人
会
 

青
年
団
、
金
田
町
の
皆
様
が
こ
 

の
子
供
祭
に
お
い
て
、
年
令
の
 

ヘ
ダ
タ
リ
も
な
く
み
ん
な
が
一
 

諸
に
歌
い
、
踊
り
二
時
間
半
の
 

短
か
い
時
聞
で
は
あ
り
ま
す
か
 

こ
の
子
供
祭
を
か
こ
ん
で
皆
 

様
方
の
心
が
ー
つ
に
な
っ
た
よ
 

う
な
気
が
し
ま
す
。
 

こ
の
子
供
祭
で
見
ま
し
た
よ
 

う
に
地
区
子
供
会
も
皆
様
方
の
 

御
支
援
の
中
で
大
き
く
育
成
し
 

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
 

今
年
初
め
て
の
大
会
で
、
育
 

成
会
の
方
々
並
ぴ
に
、
関
係
者
 

各
位
の
御
協
力
に
よ
り
深
く
、
 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

尚
、
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
 

当
日
の
参
加
人
員
は
約
千
五
百
 

人
で
し
た
。
 

ク・ 

中
 

央
 

公
 

民
 

I ' 

I 町 県 民 税 

I 国民健康保険税 
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ね、 

一
致
協
力
の
精
神
で
今
年
 

の
大
会
に
も
出
場
し
ま
し
た
。
 

試
合
結
果
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
 

の
部
は
お
し
く
も
優
勝
決
定
戦
 

ま
で
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
 

優
勝
チ
ー
ム
に
も
ま
け
な
い
好
 

プ
レ
ー
を
展
開
し
ま
し
た
。
 

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
部
は
昨
年
に
 

つ
づ
き
今
年
も
優
勝
、
二
年
連
 

続
金
田
が
優
勝
し
ま
し
た
。
 

こ
の
機
会
に
か
ぎ
ら
ず
各
地
 

区
子
供
会
と
も
地
区
内
及
び
他
 

地
区
と
の
交
流
を
も
っ
と
深
め
 

子
供
会
活
動
を
自
分
達
の
手
で
 

盛
り
上
げ
て
行
こ
う
。
 

ク
秋
の
交
通
安
全
運
動
 

実
 
施
 
さ
 
る
ク
 

九
月
二
＋
一
日
よ
り
九
月
三
 

十
日
ま
で
の
十
日
間
、
秋
の
交
 

通
安
全
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
し
 

た
。
こ
の
運
動
の
重
点
目
標
は
 

O
歩
行
者
、
自
転
車
利
用
者
、
 

特
に
子
供
と
老
人
の
事
故
防
 

」
 

O
夜
間
に
お
け
る
交
通
事
故
の
 

防
止
 

の
踏
切
事
故
の
防
止
 

O
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
推
進
 

こ
の
運
動
を
有
意
義
な
も
の
 

に
す
る
た
め
、
期
間
中
い
ろ
い
 

ろ
な
行
事
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
 

（
警
察
、
安
全
協
会
、
交
通
安
 

全
婦
人
部
会
、
町
、
合
同
）
 

⑥
交
通
安
全
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
 

の
診
断
 

⑥
警
察
官
人
形
の
設
置
（
交
通
 

安
全
婦
人
部
会
一
基
、
交
通
 

安
全
協
会
金
田
支
部
】
基
）
 

⑥
交
通
安
全
パ
レ
ー
ド
（
町
、
安
 

全
協
会
、
婦
人
部
会
、
青
年
 

団
、
小
中
学
校
P
T
A
、
ー
フ
 

イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
）
 

⑥
小
中
学
校
児
童
、
生
徒
に
対
 

す
る
街
頭
指
導
（
町
、
安
全
 

協
会
、
婦
人
部
会
、
小
中
学
 

校
P
T
A
）
⑥
立
看
板
、
け
 

ん
す
い
幕
、
ポ
ス
タ
ー
の
掲
 

示
（
町
、
安
全
協
会
）
 

⑥
保
育
所
園
児
、
小
学
校
児
童
 

中
学
校
生
徒
に
対
す
る
黄
色
 

い
羽
根
の
配
布
（
交
通
安
全
 

婦
人
部
会
）
 

⑥
金
田
町
全
世
帯
に
対
す
る
「
 

飲
酒
運
転
追
放
の
家
」
 
ス
テ
 

ツ
カ
ー
の
配
布
（
交
通
安
全
 

婦
人
部
会
）
 

⑥
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
、
コ
 

ー
ヒ
ー
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
（
 

青
年
団
）
 

⑥
交
通
安
全
施
設
の
点
検
整
備
 

（
町
、
安
全
協
会
）
 

以
上
の
行
事
が
実
施
さ
れ
、
こ
 

の
運
動
の
趣
旨
徹
底
が
な
さ
れ
 

た
も
の
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
 

金
田
町
か
ら
一
件
の
交
通
事
故
 

も
、
違
反
も
出
さ
な
い
よ
う
町
 

民
全
体
の
御
協
力
を
お
願
い
い
 

た
し
ま
す
。
 

交
通
事
故
を
な
く
す
 

町
民
運
動
本
部
 

ク
話
し
合
う
家
族
で
 

事
故
の
な
い
世
界
カ
 

目
 
の
 
愛
 
護
 
デ
 
ー
 

10 

月
 

10 

日
 

十
月
十
日
は
 
「
目
の
愛
護
デ
 

血
性
結
膜
炎
な
ど
、
ヴ
イ
ル
ス
 

ー
」
で
す
。
 

に
よ
る
急
性
の
眼
疾
患
が
多
く
 

む
か
し
は
目
の
病
気
と
い
え
 
な
っ
て
い
ま
す
。
 

ば
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
で
し
た
が
、
 

ま
た
、
近
視
が
小
・
中
学
生
 

最
近
は
衛
生
思
想
が
徹
底
し
て
 

に
ふ
え
て
い
ま
す
。
 

す
っ
か
り
減
り
、
こ
れ
に
か
わ
 

目
を
護
る
に
は
、
つ
ぎ
の
よ
 

っ
て
流
行
性
角
膜
炎
、
急
性
出
 
う
な
ち
よ
っ
と
し
た
こ
と
が
案
 

外
大
き
く
役
立
ち
ま
す
。
 

0
テ
レ
ビ
は
最
低
一
・
五
メ
ー
 

ト
ル
以
上
離
れ
て
見
ま
し
よ
 

・つ。 

e
薄
暗
い
と
こ
ろ
や
、
振
動
の
 

あ
る
と
こ
ろ
で
は
、
で
き
る
 

限
り
読
書
な
ど
は
控
え
ま
し
 

よ
う
。
 

田
水
泳
な
ど
の
あ
と
は
、
必
ら
 

ず
き
れ
い
な
水
で
目
を
洗
い
 

目
薬
を
つ
け
ま
し
よ
う
。
 

O
長
時
間
の
読
書
は
避
け
、
目
 

を
休
ま
せ
ま
し
よ
う
。
 

日
定
期
的
に
目
の
健
康
診
断
を
 

受
け
ま
し
よ
う
。
 

の
目
を
調
べ
る
こ
と
で
、
目
以
 

外
の
病
気
を
発
見
す
る
こ
と
 

も
あ
り
ま
す
。
定
期
的
に
目
 

の
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
よ
 

》つ。 

わ
 
る

勇

気

 が

事

故

を

絶

 つ
 

二
二
・
四
％
、
こ
の
数
字
は
 

国
の
世
論
調
査
で
 
「
体
力
に
自
 

信
が
あ
る
」
と
答
え
た
人
の
割
 

合
で
す
。
 

暮
ら
し
が
豊
か
に
な
り
、
平
 

均
寿
命
も
世
界
で
一
、
二
と
い
 

わ
れ
な
が
ら
、
国
民
の
四
分
の
 

」
が
体
力
に
自
信
が
持
て
な
い
 

と
い
う
の
は
困
っ
た
こ
と
で
す
 

す
べ
て
の
国
民
が
、
体
力
に
 

自
信
が
も
て
る
よ
う
、
自
分
か
 

ら
進
ん
で
努
力
し
よ
う
と
い
う
 

こ
と
で
牛
れ
た
の
が
、
体
力
づ
 

く
り
国
民
運
動
で
す
。
 

体
力
づ
く
り
と
い
う
の
は
「
 

自
分
に
合
っ
た
運
動
、
バ
ラ
ン
 

ス
の
と
れ
た
食
事
、
自
分
に
適
 

し
た
休
養
を
生
活
の
な
か
に
と
 

り
入
れ
る
」
 
こ
と
で
す
。
 

あ
な
た
も
体
力
づ
く
り
に
参
 

加
し
ま
せ
？
声
 

0
運
動
直
後
の
心
拍
数
が
百
十
 

◇
こ
ん
な
と
き
は
す
ぐ
中
止
を
 

以
上
、
運
動
五
分
後
の
心
拍
 

O
運
動
中
、
胸
部
に
圧
迫
感
や
 

数
が
百
二
十
以
上
の
と
き
。
 

と
う
痛
な
ど
を
感
じ
た
と
き
 
日
運
動
五
分
後
の
最
大
血
圧
が
 

e
強
い
め
ま
い
、
は
き
気
、
足
 

百
五
十
ミ
リ
H
タ
以
上
の
時
 

『
十
人
の
う
ち
八
人
が
 

体
力
に
自
信
な
い
』
 

の
も
つ
れ
な
ど
が
現
わ
れ
た
 

と
き
。
 

田
ひ
ど
く
食
欲
が
な
く
な
っ
た
 

り
、
夜
眠
れ
な
く
な
っ
た
と
 

き。 

運
動
を
始
め
る
と
き
注
意
し
た
 

い
九
カ
条
 

O
は
じ
め
て
運
動
す
る
人
は
、
 

健
康
診
断
を
受
け
、
医
師
の
 

指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

少
年
を
非
行
か
ら
守
ろ
う
／
 

金
田
町
青
少
年
補
導
連
絡
会
 

会
 

長
 

柴
 

田
 

金
田
町
青
少
年
補
導
連
絡
会
 

発
足
以
来
、
早
く
も
一
年
を
経
 

過
し
、
そ
の
補
導
状
況
は
日
増
 

し
に
活
発
に
な
っ
て
き
て
お
り
 

ま
す
。
私
共
補
導
員
 45 

名
は
青
 

少
年
の
健
全
育
成
、
非
行
防
止
 

を
目
ざ
し
て
、
毎
月
2
1
3
回
 

の
補
導
に
よ
り
町
内
を
巡
回
し
 

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
 

ま
だ
徹
底
し
た
指
導
は
で
き
ま
 

せ
ん
。
町
民
の
皆
様
の
今
後
の
 

御
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
し
ま
 

す。 

◇
少
年
を
守
る
日
 

毎
月
、
第
3
水
曜
日
の
「
少
 

年
を
守
る
日
」
は
、
地
域
ぐ
る
 

み
で
非
行
防
止
に
努
め
ま
し
よ
 

・つ。 
※
 
飲
酒
、
喫
煙
、
怠
学
、
夜
 

遊
び
な
ど
非
行
の
芽
は
早
 

く
つ
か
み
と
り
ま
し
よ
う
 

※
 
少
年
に
有
害
な
ポ
ル
ノ
雑
 

誌
、
映
画
、
ポ
ス
タ
ー
な
ど
 

を
追
放
し
ま
し
よ
う
。
 

※
 
少
年
の
悩
み
こ
と
な
ど
は
 

よ
く
聞
い
て
や
り
、
早
く
 

解
決
し
て
非
行
や
家
出
か
 

鉄
 

男
 

ら
守
り
ま
し
よ
う
。
 

※
 
危
険
な
遊
び
や
事
故
か
ら
 

少
年
を
守
り
ま
し
よ
う
。
 

※
 

シ
ン
ナ
ー
、
 
ニ
ス
、
ボ
ン
 

ド
な
ど
の
遊
び
は
や
め
さ
 

せ
ま
し
よ
う
。
 

◇
夏
休
み
中
の
補
導
状
況
 

シ
ン
ナ
ー
遊
び
 

喫
 
煙
 

飲
 
酒
 

夜
遊
び
 

不
純
異
性
交
遊
 

2 6 1 3 2 
件件件件件 

身
体
障
害
者
を
多
数
雇
 

用
し
て
い
る
事
業
主
へ
 

報
償
制
度
新
設
 

⑥
対
象
期
間
 
各
年
度
毎
、
但
 

し
J
五
十
一
年
度
は
五
十
一
 

年
十
月
一
日
ー
五
十
二
年
111 

月
三
十
一
日
の
間
 

⑥
対
象
事
業
主
 

o
三
百
人
以
下
の
事
業
主
 

o
毎
月
平
均
し
て
七
名
以
上
 

の
身
体
障
害
者
を
雇
用
し
 

て
い
る
事
業
主
 

⑥
報
償
金
の
額
 

一
人
に
つ
き
 
月
額
八
千
円
 

間
い
合
せ
に
つ
い
て
は
田
川
公
 

共
職
業
安
定
所
雇
用
主
係
へ
 

電
 
話
（
〇
九
四
七
四
）
 

④
 
〇
二
九
一
番
 

e
な
る
べ
く
運
動
し
や
す
い
服
 

装
に
着
が
え
ま
し
よ
う
。
 

田
気
温
、
温
度
が
高
い
と
き
は
 

涼
し
い
時
や
涼
し
い
場
所
を
 

選
ん
で
行
っ
て
下
さ
い
。
 

0
始
め
る
前
は
準
備
運
動
を
し
 

て
く
だ
さ
い
。
 

6
必
ら
ず
時
計
を
用
意
し
て
く
 

だ
さ
い
。
 

の
運
動
後
の
心
拍
数
、
運
動
五
 

分
後
の
心
拍
数
は
必
ら
ず
測
 

定
し
て
く
だ
さ
い
。
 

日
運
動
後
は
し
ば
ら
く
休
息
し
 

疲
労
回
復
に
つ
と
め
て
く
だ
 

さ
い
。
 

。
栄
養
、
睡
眠
に
気
を
く
ば
り
 

規
則
正
し
い
生
活
を
し
て
下
 

さ
い
。
 

④
運
動
を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
 

や
る
よ
う
に
し
て
下
さ
い
。
 

こ
れ
は
補
導
さ
れ
た
件
数
て
 

実
際
に
は
こ
の
数
倍
と
思
わ
れ
 

ま
す
。
も
し
非
行
少
年
や
被
害
 

に
か
か
っ
て
い
る
少
年
を
発
見
 

し
た
時
は
、
金
田
派
出
所
ま
た
 

は
金
田
町
中
央
公
民
館
ま
で
連
 

絡
し
て
下
さ
い
。
 

●
‘
J

.
 

あ

り

が

と

 う
 

こ
ざ
い
ま
し
た
 

阿
 

部
 
重
 

宏
 

右
の
方
よ
り
退
職
に
伴
う
多
数
 

の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
 

の
で
、
有
意
義
に
使
用
さ
せ
て
 

い
た
だ
き
ま
し
た
。
 

金
田
町
教
育
後
援
会
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ら
か
ち
せ
 

衛

生

だ

よ

り

 

録
並
び
に
狂
犬
病
予
防
注
射
を
 

次
の
通
り
致
し
ま
す
 

※
生
後
 91 

日
以
上
に
達
し
た
犬
 

は
毎
年
登
録
を
受
け
な
け
れ
 

ば
な
り
ま
せ
ん
。
 

※
犬
を
飼
っ
ー
て
お
ら
れ
る
方
は
 

必
ら
ず
お
受
け
下
さ
る
よ
う
 

お
願
い
し
ま
す
。
 

・
胃
 

の
 
検
 
診
 
を
 

住
 

民
 

課
 

保
、
健
 
係
 

受
け
ま
し
よ
う
刀
】
 

乳
児
一
斉
検
診
及
び
コ
ン
 

報
 

ク
ー
ル
実
施
に
つ
い
て
 

一ニ、 」
 
(
 

四、 
五、 

土
後
3

カ
月
と
ぜ
カ
月
ま
で
 

り
者
 料

金
無
料
 

該
当
者
以
外
の
方
は
投
与
 

「w 

昭
和
 52 

年
度
秋
季
乳
児
検
診
 

で
き
ま
せ
ん
 

町
 
及
び
コ
ン
ク
ー
ル
を
次
の
と
お
 
※
母
子
手
帳
を
必
ら
ず
ご
持
参
 

り
致
し
ま
す
。
 

下
さ
い
。
 

田
 

一
、
と
 

き
 
10 

月
6

日
（
木
）
 

午
後
1
時
 30 

分
1
3
時
ま
で
 

ニ
、
と
こ
ろ
 
金
田
町
中
央
公
 

民
館
 

三
、
該
当
者
 

金

 

昭
和
 51
 

年
8
月
1

日
か
ら
 

昭
和
 52 

年
7
月
 31 

日
ま
で
に
 

生
れ
た
も
の
 

※
母
子
手
帳
を
必
ら
ず
ご
持
参
 

下
さ
い
。
 

多
数
の
ご
参
加
を
お
願
い
し
 

ま
す
。
 

・
小
児
 
マ
 
ヒ
 
生
 
ワ
 
ク
 

チ

ン

投

与

 
、

】

 

一
、
と
 

き
 
10 

月
 41 

日
（
火
）
 

午
後
1
時
 30 

分
1
3
時
ま
で
 

ニ
、
と
こ
ろ
 
金
田
中
央
公
民
 

館
 

・
昭
和
五
十
ニ
年
度
秋
期
犬
の
登
 

実
施
日
時
 
m
月
 26 

日
午
前
9
 

時
よ
り
 11 

時
卸
分
ま
で
 

場
 
所
 
金
田
町
中
央
公
民
館
 

料
 
金
 
二
、
四
〇
〇
円
 

「
個
人
負
担
一
、
二
O
〇
円
 

（

町

負

担

 
一
、
二
〇
〇
円
 

申
込
み
締
切
 
十
月
二
十
五
日
 

午
前
中
ま
で
 

申
込
み
先
 
金
田
町
保
健
係
 

電
話
②
〇
五
五
五
番
 

（金） 

田
月
」
日
 

10月13 
（木〕

10月12 
）水（

登
 
録
 

注
射
日
 

一
、
料
 

金
 
登
録
料
一
頭
に
っ
き
 
三
0
0
R
 

注
射
料
一
頭
に
っ
き
 
六
五
0
円
 

ニ
、
日
時
及
び
場
所
 

東

金

田

公

民

館

 

午
前
一
「
8
1
三
】
呂
 

人
 
見
 
公
 
民
 
館
 

午
前
誉
舌
ー
一
只
者
 

金
田
町
役
場
前
広
場
 

神
崎
第
一
公
民
館
 

午
前
一
一
】
 c
D
 

三
 
c
D
 

一

南

木

 公
 
民
 
館
 

午
前
 
た
昌
ー
一
只
菖
 

時 
間 
及 
び 

誹 

上

金

田

公

民

館

 

午
後
 

二
8
1
手
呂
 

神
崎
第
一
一
公
民
館
 

午
後
一
】
8
1
昌
8
 

午
前
 
る
ろ
ロ
ノ
一
」
ら
o
 

ガ
ン
の
危
険
信
号
 

※
ガ
ン
は
無
症
状
の
う
ち
に
芽
 

ば
え
ま
す
。
特
に
胃
、
子
宮
 

乳
房
、
肺
な
ど
は
年
一
回
検
 

診
を
受
け
ま
し
よ
う
。
 

※
つ
ぎ
の
よ
う
な
症
状
が
あ
っ
 

た
ら
、
た
め
ら
わ
ず
専
門
医
 

に
診
て
も
ら
い
ま
し
よ
う
。
 

0
胃
…
胃
の
具
合
が
わ
る
く
食
 

欲
が
な
く
、
好
み
が
変
っ
た
 

り
し
な
い
か
。
 

e
子
宮
…
お
り
も
の
や
、
不
正
 

出
血
は
な
い
か
。
 

O
乳
房
…
乳
房
の
中
に
シ
コ
リ
 

は
な
い
か
。
 

‘
、
一
“
せ
I
、‘、、‘k
、
・
 

犬
の
放
し
飼
い
に
つ
い
て
 

住
民
の
皆
さ
ん
に
は
日
頃
か
 

ら
犬
の
問
題
等
で
ご
協
力
い
た
 

だ
き
感
謝
致
し
て
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
最
近
飼
い
犬
の
は
な
 

し
飼
い
が
多
く
、
人
畜
や
農
作
 

物
に
被
害
を
あ
た
え
て
い
る
等
 

の
苦
情
が
あ
り
ま
す
。
夜
だ
け
 

放
じ
飼
い
に
し
て
い
る
の
で
自
 

分
の
と
こ
ろ
は
関
係
な
い
と
い
 

う
軽
い
気
持
ち
で
犬
の
放
し
飼
 

い
を
す
る
人
が
い
ま
す
が
、
そ
 

の
、
よ
う
な
こ
と
は
し
な
い
で
下
 

さ
い
。
 

『
不
用
犬
に
つ
い
て
』
 

も
し
犬
が
い
ら
な
く
な
っ
た
 

場
合
は
、
田
川
保
健
よ
り
毎
週
 

木
曜
午
前
九
時
ご
ろ
役
場
に
取
 

り
に
来
ま
す
の
で
、
木
曜
日
の
 

九
時
ま
で
か
、
又
は
前
日
に
役
 

場

ま

で

連

れ

て

来

て

下

さ

 

し
 

※
犬
の
放
し
飼
い
は
絶
対
し
な
 

い
よ
う
に
町
民
み
ん
な
で
心
が
 

け
ま
し
よ
う
。
 

O
食
道
・
・
の
み
こ
む
と
き
に
つ
 

か
え
る
こ
と
は
な
い
か
。
 

O
大
腸
・
直
腸
…
便
に
血
や
粘
 

液
が
混
っ
た
り
し
な
い
か
。
 

の
肺
・
喉
頭
ー
咳
が
続
い
た
り
 

し
な
い
か
。
 

O
舌
・
皮
膚
…
治
り
に
く
い
潰
 

蕩
は
な
い
か
。
 

②
腎
臓
・
勝
脱
・
前
立
腺
…
尿
 

の
出
が
わ
る
か
っ
た
り
、
血
 

が
ま
じ
っ
た
り
し
な
い
か
。
 

以
上
ガ
ン
に
対
す
る
危
険
信
 

号
を
述
べ
て
見
ま
し
た
の
で
 

ガ
ン
予
防
対
策
に
対
す
る
こ
 

と
は
早
期
発
見
が
】
番
望
ま
 

し
く
集
団
検
診
等
に
進
ん
で
 

受
診
さ
れ
、
自
分
自
身
の
健
 

康
状
態
を
認
識
し
て
金
田
町
 

住
民
か
ら
ガ
ン
を
な
く
し
ま
 

し
よ
・
つ
。
 

ゴ
 
ミ
 
の

不

法

投

棄

 

禁

止

に

つ

 い

て

 

最
近
、
金
田
町
の
各
地
区
で
 

ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
行
わ
れ
て
 

い
ま
ブ
の
で
、
ゴ
ミ
は
絶
対
に
 

す
て
な
い
よ
う
に
し
、
毎
週
定
 

め
ら
れ
た
ゴ
ミ
収
集
日
に
ゴ
ミ
 

を
出
す
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。
 

も
し
不
法
投
棄
を
す
る
と
廃
 

棄
物
処
理
法
に
よ
り
罰
せ
ら
れ
 

ま
す
。
 

行
政
相
談
週
間
で
す
 

10 

月
 16 

日
よ
り
 22 

日
ま
で
 

行
政
管
理
庁
で
は
十
月
十
六
 

日
（
日
）
 
か
ら
十
月
二
十
二
日
 

（
土
）
ま
で
の
一
週
間
を
「
行
 

政
相
談
週
間
」
と
定
め
全
国
い
 

っ
せ
い
に
行
政
相
談
に
つ
い
て
 

の
諸
行
事
、
W
行
う
こ
と
に
し
て
 

お
り
ま
す
。
・
 

よ
し
て
は
、
 

金
田
町
に
お
い
て
も
左
記
に
よ
 

り
行
政
相
談
所
を
開
設
致
し
ま
 

す
の
で
、
御
利
用
下
さ
い
。
 

相
談
日
 
10 

月
 17 

日
（
月
）
 

10 

月
 19 

日
（
水
）
 

10 

月
 21 

日
（
金
）
 

時
 
間
 
十
時
よ
り
三
時
ま
で
 

場
 
所
 
金
田
町
役
場
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
納
期
限
 

ま
で
に
納
め
ま
し
よ
う
 

十
月
は
七
月
、
八
月
、
九
月
 

の
三
カ
月
の
保
険
料
の
納
期
で
 

す
。
万
一
の
事
故
の
場
合
に
支
 

給
さ
れ
る
国
民
年
金
の
障
害
年
 

金
、
母
子
年
金
お
よ
び
遺
児
年
 

金
な
ど
は
、
そ
の
事
故
前
に
保
 

険
料
が
納
ま
っ
て
い
る
か
ど
う
 

か
が
支
給
の
要
件
に
な
り
ま
す
 

保
険
料
の
わ
ず
か
な
滞
納
の
 

た
め
に
障
害
年
金
や
母
子
年
金
 

が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、
 

ひ
い
て
は
老
令
年
金
を
受
け
る
 

資
格
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
 

く
な
り
ま
す
の
で
、
国
民
年
金
 

，
の
保
険
料
は
必
ら
ず
納
期
内
に
 

納
付
す
る
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
 

ま
た
、
生
活
扶
助
を
受
け
て
 

い
る
人
や
、
生
活
が
苦
し
く
保
 

険
料
納
付
が
困
難
な
人
は
、
保
 

険
料
の
免
除
手
続
き
を
金
田
町
 

役
場
国
民
年
金
係
で
し
て
下
さ
 

い。 
移
動
県
政
相
談
 

交
通
事
故
相
談
 

を
開
設
し
ま
す
 

県
で
は
次
の
よ
う
に
移
動
県
 

政
相
談
・
交
通
事
故
相
談
を
開
 

設
し
ま
す
。
福
祉
、
年
金
、
道
 

路
、
保
健
な
ど
県
政
一
般
に
対
 

す
る
意
見
・
要
望
・
苦
情
や
交
 

通
事
故
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
 

す
。
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
 

い。 ◇
期
日
 
＋
月
十
七
日
（
月
）
 

◇
時
間
 
十
三
時
か
ら
十
六
時
 

ま
で
 

◇
場
所
 

田
川
市
役
所
四
階
大
 

会
議
室
 

※
な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
県
 

総
務
部
広
報
室
 

（
電
話
〇
九
ニ
ー
七
七
一
ー
」
ハ
 

〇
五
〇
番
）
に
、
お
た
ず
ね
 

く
だ
さ
い
。
 

（
智
五
十
二
年
 

福
岡
県
行
政
書
士
試
験
に
 

つ
い
て
お
知
ら
せ
 

⑥
受
験
申
込
み
先
 

福
岡
県
総
務
部
地
方
課
 

⑥
受
験
申
込
み
期
間
 

昭
和
五
十
二
年
十
月
一
日
 

（
土
）
よ
り
十
月
二
＋
日
 

（
木
）
ま
で
（
郵
送
の
場
 

合
は
二
十
日
ま
で
の
消
印
 

の
あ
る
も
の
〕
 

⑥
試
験
日
時
 

昭
和
五
十
ニ
年
十
一
月
九
 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
一
時
か
ら
四
時
ま
で
 

⑥
試
験
場
所
 

福
岡
市
中
央
区
天
神
一
丁
 

目
十
四
番
一
号
 

日
本
生
命
福
岡
ビ
ル
 

そ
の
他
、
受
験
資
格
、
手
続
、
 

提
出
書
類
等
詳
細
に
つ
い
て
は
 

福
岡
県
総
務
部
地
方
課
 

（
電
話
〇
九
一
T
七
五
一
ー
 

一
七
一
六
番
）
ま
で
お
問
い
 

合
せ
下
さ
い
。
 


